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概    要 300 GHz の電磁波焼結されたジルコニアセラミックスの組織観察を行ない, 空 
分布やマイクロビッカース強度の空間分布を明らかにし, また電磁波の周波数と浸透長より組織の空間
分布がほぼ説明できることを示した. また, 装置がパルス照射に対応できるように改良を行った. 電磁
波の照射時間(パルス長)と緻密化の進行には数十msまでは正の相関があることを見出した. さらに, パ
ルス長により緻密化が最大となる特性時間があることをはじめて見出した. 分光用高出力光源として開
発した Gyrotron FU VII の動作試験を行い有効な発振を確認した. 直線偏光のガウシャンビームへの変
換アンテナの開発を行いおおむね良好なガウスビームが得られた. また分光系に用いるマーチンパプレ
ット干渉計の開発を行い, 励起波を-30 dB 減衰することに成功した. 

























は主に 2.45 GHz のマイクロ波領域で進んできた















の 1H 緩和時間の違いに着目した MRI や分析化学
に威力を発揮し, 多くのノーベル賞の受賞につな






































2. 高出力特性を活かした, スピン制御技術開発 
分光用高出力光源として開発した Gyrotron FU 
VII の動作試験を行った. その結果, 図 2 に示す発
振を確認した. これらの発振のうち 154 GHz 92 
W (TE02モード), 188 GHz 69 W (TE13モード)の有
効な発振を確認し, さらに TE02 モードを最初の開
発に用いるターゲット周波数とした. すでに開発
を行いコールドテストに於いて, ESR エコー測定
に必要なπおよびπ/2 パルスと呼ばれる数 10 
nsec の超短パルス化に成功しているシステムが有
効に機能するために, 直線偏向ビームが必要であ
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